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【表紙写真】
感染予防のため、手水舎の使用を控えてもらう
代わりに、手水鉢に花を浮かべた「花手水」をす
る寺社が増えています。東京・早稲田にある法
輪寺では、境内の至るところに花手水が置かれ、
参拝者の癒しの場に。たくさんのお花からは、
住職の「おもてなしの心」が伝わってきました。
萬年山　法輪寺 （東京都新宿区西早稲田１丁目１-15）
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『小さな親切』誌では、下記のテーマの写真を募集。
お写真は本誌やWebサイトに掲載するほか表紙に使
用させていただく場合があります。採用された方には、
粗品をプレゼントいたします！
◦親切な風景
◦あなたの街の素敵な風景
◦あなたのほっとする場所

〈申込方法〉
◦お写真は紙焼きではなく、下記の方法でデータでお
送りください。

【メール添付】skm1963@kindness.jp
【DVDなどを郵送】
〒101-0061　東京都千代田区神田三崎町2-20-4
公益社団法人「小さな親切」運動本部　写真募集係

〈注意事項など〉
◦写真のサイズ：（スマホの場合）800KB以上
　（デジタルカメラの場合）3,456×2,304ピクセル
以上

◦人物がうつっている場合は、肖像権の侵害がないよ
うご配慮ください。

◦他のコンテストなどへの応募作品はご遠慮ください。

80歳を過ぎてから、急速に私の胸の内をよぎ
るようになった言葉、それが「義理を欠く」と

いう言葉だ。自動車運転免許証を自主返納したことも
あって、行動力が落ち、読み書きすることが減少、思
考力の低下などなど、＂義理欠き＂の原因は様々だ。
　まだ若かった毎日新聞の政治記者の頃。首相官邸記
者クラブ詰めの私が、たまたま当時の内閣官房長官・
後藤田正晴氏と二人だけで会うチャンスがあった時の
こと。後藤田長官が、話している途中で突然、官邸の
天井をボーッと見上げながら、こう言った。
　「オレもトシをとってサ、義理を欠いてばかりいる
ようになったヨ。」
　官僚時代、そして政治家になってからも、その明晰
な頭の切れの鋭さから、＂カミソリ後藤田＂の異名が永
田町を走り回っていた人の一言。具体的に何がこの言
葉を口にさせたのかは、私の記憶にないが、いまだに
その時の長官の顔が思い浮かぶ。

んな私を、驚がくさせたことが昨年末に起こっ
た。年を追うごとに、年末の喪中ハガキが多

く届くようになったのも「トシ」のせいだが、この一
通はことのほか、私の胸を心底から、打ち砕くもの
だった。
　『夫　光廣が11月8日に80歳で永眠いたしました』。
　藤村光廣君。彼は小学校の高学年から同級生となり、
中学校から横浜翠嵐高校まで一緒。日本歯科大に進ん
で、父親のあとを継ぎ歯科医に。医院は拙宅から私鉄で一駅のと
ころにあり、私は4年くらい前だろうか、上の奥歯が虫歯になっ
て噛めなくなり、旧友の治療を受けた。
　「もう、思い切って5本の歯を金具でつなぐ入れ歯にするよ。」
そう藤村君は言って、見事な入れ歯をつくってくれた。奥様も、
ご子息も一緒に治療台を並べている医院。私はご一家に感謝の気
持ちを……と、すぐ近くにある八百屋さんから果物を買い、土産
にして通院したものだった。この八百屋さんも、実は中学までの
同級生の店。しかし、彼はとっくにあの世に。

村君のつくってくれた入れ歯は、ほんとうに見事なもので、
私は食事のあとに必ず丸ごと外し、歯ブラシで磨き上げて、

また口の中へ戻す。一日に3回は必ず磨き上げるから、奥様から
のハガキの後はその度に、「藤村君、ほんとうにありがとう」の言
葉が……。
　ただ、正直に言うと、私はほんとうにダメな男。病院通いなど
が多く、冒頭に書いたように行動力も落ちる一方で、いまだに彼
のご霊前に参上していないのだ。これを「義理を欠く」「恩知らず」
と言わずして、すむものか。
　「藤村君、申し訳ありません。なにとぞ、お許しを……。そのう
ち、少しでもほめていただくようなことができたら、ご挨拶にあ
がりますから……」。
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表紙になるかも？
あなたの写真で全国に温もりを
届けてみませんか

「
義
理
を
欠
く
」悩
み
、に
苦
し
み

　静岡県浜松市は、ヤマハ・カワイなどの楽器メー
カーや、スズキ・ホンダなどの自動車メーカーなど
名だたる企業が集まる工業都市で、多くの外国の
方々が働いています。国も、ブラジル、フィリピン、
ベトナム、中国など様々。家族連れの方も多く、そ
の子どもたちは地域の学校に通い、日本人の子ども
たちと一緒に勉強しています。
　浜松市立浜名小学校でも、近年外国の子どもたち
が急増。言葉は話せるようになっても、日本語の読
み書きは難しく、中でも漢字は大変です。
　そんな子どもたちに、少しでも早く学校や地域に
慣れてもらい、学校生活が楽しくなるようにと、仕
事をリタイアしたシルバー世代の人たちが、2013
（平成25）年４月より『浜名小放課後勉強室』をス
タートさせました。
　希望者を募り、低学年児童には月曜日、高学年児

童には水曜日の放課後、勉強室を開催しています。
勉強はマンツーマンで、一人ひとりの学習レベルに
合わせて行い、授業の補修や宿題の手助けを１時間
ほどしています。日本語は通じて、言葉の壁はあま
りないので、言葉の意味や漢字の書き順などを分か
りやすく教えるよう心がけています。
　メンバーの一人、袴田悦史（69）さんは「子どもた
ちが『ありがとうの会』を催してくれました。歌と
ゲームに参加し、楽しいひとときでした。この親睦
を続けていきたい」と話します。
　シルバー先生の勉強室は、まさに国際交流。子供
たちの生活と成長をサポートするため、息の長い活
動が期待されます。
　勉強室の皆さんには、静岡県本部より「小さな親
切」実行章を贈呈しました。

“シルバー先生”の放課後勉強室
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